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私たち不二製油グループは、食の素材の可能性を追求し、食の歓びと健康に貢献します。

第89期 中間報告書
2016.4.1～2016.9.30

FUJI OIL NEWS

食の未来創造カンパニーを目指して 第89期 中間報告書 2016.4.1〜2016.9.30 証券コード：2607

　本年8月27・28日、ケニア・ナイロビで開催され
た第6回アフリカ開発会議に参加しました。ガーナ
のグループ会社INTERNATIONAL OILS & FATS 
LTD.の紹介や、併せて開催された栄養改善シンポジ
ウムでは当社グループの取り組みを展示し、アフリ
カ各国関係者に向けたPR活動等を行いました。
　当社グループでは、チョコレートを使った食品へ
の多様化するニーズに応えるため、アフリカにしか
生育しないシア脂の本格利用を開始しています。
今後、大豆たん白も視野に入れ、ますます成長が期待
されるアフリカへの貢献を目指します。

　当社子会社のFUJI OIL ASIA PTE. LTD.はマレー
シアにあるGUAN CHONG BHD.社の子会社、
GCB SPECIALTY CHOCOLATES SDN. BHD.社の
発行済株式の70％を取得いたしました。
　当社グループでは、事業戦略としてチョコレート
用油脂事業とチョコレート用油脂を使用したコンパ
ウンドチョコレート事業で世界トップ企業を目指し
ており、GCB SPECIALTY CHOCOLATES SDN. 
BHD.社は当社グループの油脂拠点と立地が近く、今
後のアジアでの業務用チョコレート事業拡大にシナ
ジー効果が期待できることから今回の株式取得に至
りました。

■おいしさと健康で社会に貢献
　お客様企業とその先の消費者ニーズや課題を踏ま
えた｢B to B for C｣の視点でマーケティングを強化
し、おいしさと健康を技術の力で両立させることで
社会に貢献していきたいと考えています。

■おいしさと健康担当役員を設置
　おいしさと健康の取り組みをより具体化させるた
め、担当役員を設置。当社取締役常務執行役員 小林 
誠が就任いたしました。
　食の素材提供を通じて、おいしさと健康で社会に
貢献していくということを、様々な機会や取り組み
を通じて、社内外に発信してまいります。

■世界で初めてDHA・EPAの安定化を実現
　このたび当社は世界で初めて、安定化DHA・EPA
の開発に成功しました。
　DHA・EPAは、認知機能改善や認知症発症リスク
低下など数多くの健康優位性の報告がされている成
分ですが、酸化が著しく速く｢魚臭｣が発生すること
から、一般食品への採用が進んでおらず、消費者に
とっては｢摂りたいけれど摂取手段が限定されてい
る成分｣でした。
　この安定化DHA・EPAによって、誰もが毎日の食
事を通じて、おいしく摂り続けられる未来を実現さ
せたいと考えています。そのためにも、安定化DHA・
EPA事業を油脂事業における新たな柱のひとつとし
て育成していきます。

不二製油グループ本社株式会社
代表取締役社長　清水 洋史

不二製油グループ本社株式会社
未来創造研究所　油脂研究室　第一チームリーダー

加藤 真晴によるプレゼンテーション　
左からJohn Dramani Mahama

ガーナ大統領、清水洋史代表取締役社長、
安倍晋三内閣総理大臣

展示ブースで説明する
小林誠取締役常務執行役員

おいしさと健康を両立させた食の新市場創造に取り組みます 第6回アフリカ開発会議に参加

マレーシアの業務用チョコレート会社
の株式を取得

　本年6月14日に、おいしさと健康を両立させた食の新市場を創造し、社会に貢献していくための事業を
本格的に展開することを発表いたしました。



連結財務ハイライトConsolidated Financial Highlights
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売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益 1株当たり当期純利益
第89期連結業績予想

292,000百万円 18,200百万円 12,000百万円 139.6円

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 1株当たり四半期（当期）純利益

　以上の結果、当部門の売上高は526億6百万
円（前年同期比1.2％増）、セグメント利益（営
業利益）は34億85百万円（前年同期比53.6％増）
となりました。
　製菓・製パン素材部門では国内が、業務用チョ
コレート・冷菓用チョコレートの販売が伸長し
たことにより増収・増益となりました。
　海外では、東南アジアでのマーガリン・ショー
トニングの販売が減少しましたが、前年度に連
結子会社化したチョコレート製造販売会社であ
るブラジルのハラルド社の売上高純増があり、
増収・増益となりました。
　以上の結果、当部門の売上高は696億25百万
円（前年同期比12.8％増）、セグメント利益（営
業利益）は43億66百万円（前年同期比22.9％増）
となりました。
　大豆たん白部門では大豆たん白素材におい
て、健康食品市場向けの販売は堅調に推移しま
したが、食肉・惣菜・加工食品市場向けの販売
が減少しました。大豆たん白食品は、即席あげ
の販売が増加しました。大豆たん白機能剤は、
飲料用途向けの販売が伸長しました。豆乳は、
連結子会社トーラク（株）における小売向け豆
乳販売事業の営業譲渡により、売上が減少しま
した。これらの要因により当部門全体は減収と
なりましたが、利益面では、事業再構築やコス
ト削減による採算改善により増益となりました。
　以上の結果、当部門の売上高は191億28百万
円（前年同期比6.2％減）、セグメント利益（営
業利益）は13億44百万円（前年同期比118.4％
増）となりました。

　なお、当第2四半期連結累計期間の実績およ
び足元の業績動向を踏まえて、本年11月に平成

　株主の皆様におかれましては、平素より格別
のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経
済は、雇用・所得情勢は堅調に推移し個人消費
は底打ちしつつも、景気は踊り場となっており
ます。海外経済は、米国経済は緩やかに拡大し
ているものの、ユーロ圏は英国の欧州連合（EU）
離脱決定の影響による欧州景気の下振れリスク
の増大や、中国や新興国を中心とした経済成長
の鈍化など世界的な景気は依然力強さを欠く状
態であり、先行き不透明な状況が続いております。
　この様な状況の中、当社グループはローリン
グ中期経営計画「ルネサンス不二2018」（2016
年4月～2019年3月）での基本方針である「サ
ステナブル経営」「グローバル経営」「技術経営」
に則り、成長戦略、収益構造改革、サプライ
チェーンの構築により事業体質の強化を図り、
顧客ニーズに即した製品開発、高機能素材の供
給に取り組んでまいりました。
　以上の結果、当第2四半期連結累計期間にお
ける連結業績は、売上高は1,413億61百万円（前
年同期比5.4％増）、営業利益は91億96百万円

（前年同期比42.9％増）、経常利益は90億63
百万円（前年同期比52.9％増）、親会社株主に
帰属する四半期純利益は61億53百万円（前年
同期比69.9％増）となりました。

　事業セグメント別では、油脂部門では国内が、
フライ油・製菓用油脂などのパーム油・チョコ
レート用油脂の販売数量が増加したこと等によ
り増収・増益となりました。
　海外では、主に米州でパーム油の販売が伸長
したことにより増収・増益となりました。

29年3月期通期連結業績予想を修正しておりま
す。売上高は、為替の影響により海外グループ
会社の円換算額が減少する見込みであることか
ら、前回予想を下回る見込みですが、利益面で
は前回予想を上回る見込みです。
　配当性向30%を目途に安定的な配当を継続
し、さらに高付加価値な企業となるべく経営を
進化しながら、株主の皆様への責任を果たして
いく所存ですので、引き続き、ご支援とご鞭撻
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

モノづくりに、コトづくりを加えた「価値づくり」で、
おいしさと健康を実現するソリューション企業となる

清水 洋史代表取締役社長



セグメント&地域別の概況Highlights By Segments & Areas

四半期連結財務諸表Consolidated Financial Statements
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国内では、業務用チョコレート・冷菓用
チョコレートの販売が伸長したことにより増収・
増益となりました。

海外では、東南アジアでのマーガリン・
ショートニングの販売が減少しましたが、前年度
に連結子会社化したチョコレート製造販売会社
であるブラジルのハラルド社の売上高純増があ
り、増収・増益となりました。

国内では、フライ油・製菓用油脂などの
パーム油・チョコレート用油脂の販売数量が増加
したこと等により増収・増益となりました。

海外では、主に米州でパーム油の販売
が伸長したことや東南アジアでのチョコレート
用油脂の販売数量が増加したこと等により、増
収・増益となりました。
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国 内国 内

海 外海 外

大豆たん白素材は、健康食品市場向けの販売は堅調
に推移しましたが、食肉・惣菜・加工食品市場向けの
販売が減少しました。
大豆たん白食品は、即席あげの販売が増加しました。
大豆たん白機能剤は、飲料用途向けの販売が伸長し
ました。
豆乳は、連結子会社トーラク（株）における小売向け豆
乳販売事業の営業譲渡により、売上が減少しました。
これらの要因により当部門全体は減収となりました
が、利益面では、事業再構築やコスト削減による採算
改善により増益となりました。

売上高売上高売上高

6.2％減12.8％増1.2％増

地域別売上高

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

前第2四半期（累計）
2015年4月1日から2015年9月30日まで

前期末
2016年3月31日現在

前期末
2016年3月31日現在

当第2四半期末
2016年9月30日現在

当第2四半期末
2016年9月30日現在

当第2四半期（累計）
2016年4月1日から2016年9月30日まで

四半期連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

四半期連結貸借対照表の概要 （単位：百万円） 四半期連結キャッシュ・フロー計算書の概要（単位：百万円）

当第2四半期（累計）
2016年4月1日から2016年9月30日まで

油脂事業 製菓・製パン素材事業 大豆たん白事業



会社&株式情報Corporate Profile & Stock Information 

金融機関
28,659千株(32.73%)

自己株式
1,610千株(1.84%)

個人・その他
9,447千株(10.79%)

証券会社
962千株(1.10%)

外国法人等
17,973千株(20.52%)

その他の法人
28,916千株(33.02%)

証券会社でお取引をされている株主様

お 手 続 き 
お問い合わせ先 お取引のある証券会社

お 手 続 き 内 容
住所・氏名等のご変更、単元未満株式の
買取請求、配当金の受領方法・振込先の
ご変更等

留 意 事 項
未払配当金のお支払、郵送物の発送と返戻
に関するご照会につきましては、株主名
簿管理人である三井住友信託銀行株式会社 
証券代行部が承ります。

特別口座に記録されている株主様

お 手 続 き 
お問い合わせ先 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〈郵便物送付先〉 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号

〈電話照会先〉 0120-782-031

〈ホームページ〉 http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

お 手 続 き 内 容

特別口座から一般口座への振替請求、住
所・氏名等のご変更、単元未満株式の買
取請求、配当金の受領方法・振込先のご変
更、未払配当金のお支払、郵送物の発送と
返戻に関するご照会等

特 別 口 座 で の 
留 意 事 項

特別口座では、株式の売却はできません。
売却するには、証券会社に口座を開設し
たうえで株式の振替手続きが必要となり
ます。

【特別口座について】
株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用
されていなかった株主様のご所有株式は三井住友信託銀行株
式会社に開設された口座（特別口座）に記録されております。
特別口座の詳細につきましては、上記三井住友信託銀行株式
会社 証券代行部にお問い合わせください。
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会社概要（2016年9月30日現在）

役員（2016年9月30日現在）

株式に関するご案内 株式に関する「マイナンバー制度」について

配当金を「配当金領収証」で受領されている株主様へ

株主様へのご優待
1.対象となる株主様

2.優待品発送時期

3.優待品保管期限

4.お問い合わせ先

5.優待品内容

毎年3月31日現在の当社株式100株以上ご所有
の株主様

毎年11月上旬頃

転居や不在により、お受け取りいただけなかっ
た優待品は、1月末日まで当社で保管しておりま
す。再発送のご依頼は、お早めに下記当社株主優
待お問い合わせ窓口へ、お申し出ください。
なお、保管期限経過後は再発送のご対応はいた
しかねますので、ご了承ください。

ご所有株式数に応じて、以下の優待品を本年11月
上旬頃にお届けいたします。

主要海外グループ会社（2016年9月30日現在）

主要国内グループ会社（2016年9月30日現在）

設 立
資 本 金
全グループ従業員数
不二製油グループ本社従業員数

1950年（昭和25年）10月
13,208百万円
5,165名
112名

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 副 社 長
取 締 役 副 社 長
取 締 役 常 務 執 行 役 員
取 締 役 常 務 執 行 役 員
取 締 役 常 務 執 行 役 員
取 締 役 常 務 執 行 役 員
取 締 役 常 務 執 行 役 員
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

清 水 洋 史
久 野 　 貢
吉 田 友 行
前 田 裕 一
小 林 　 誠
木 本 　 実
酒 井 幹 夫
松 本 智 樹
三 品 和 広
田 路 則 子
古 城 茂 穂
隈 部 博 史
松 本 　 稔
草 尾 光 一

フジオイル ヨーロッパ※1

フジ ベジタブル オイル※1

ハラルド※1

フジオイル アジア※2

不二富吉（上海）企業管理有限公司※2

インターナショナル オイルズ アンド ファッツ
フジオイル（シンガポール）
ウッドランド サニーフーズ
パルマジュ エディブル オイル
GCBスペシャリティチョコレート
フジオイル フィリピン
フレイアバディ インドタマ
ムシム マス-フジ
フジオイル（タイランド）
フレイアバディ（タイランド）
3F フジフーズ
不二製油（張家港）有限公司
吉林不二蛋白有限公司
山東龍藤不二食品有限公司
上海旭洋緑色食品有限公司
天津不二蛋白有限公司
不二富吉（北京）科技有限公司

不二製油 株式会社※2

トーラク 株式会社
フジフレッシュフーズ 株式会社
株式会社 フジサニーフーズ
株式会社 エフアンドエフ
オーム乳業 株式会社
株式会社 阪南タンクターミナル
千葉ベグオイルタンクターミナル 株式会社
だいずオリジン株式会社
※1　地域代表会社
※2　地域統括会社

所有者別株式分布状況（2016年9月30日現在）

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
到着してから約2ヶ月間です。

http://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　2607

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株主
リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社 a2mediaについての詳細
http://www.a2media.co.jp） ※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させ
ていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

4月1日から翌年3月31日まで
6月開催

定時株主総会	 3月31日
期末配当金	 3月31日
中間配当金	 9月30日
そのほか必要があるときは、
あらかじめ公告して定めた日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
日本経済新聞
東京
2607

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会

基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人 
および特別口座の 
口 座 管 理 機 関
株 主 名 簿 管 理 人 
事 務 取 扱 場 所
公 告 掲 載 新 聞
上 場 証 券 取 引 所
証 券 コ ー ド

ご所有株式数 優待品

100株以上 不二製油グループ製品詰合せ 1,500円相当

1,000株以上 不二製油グループ製品詰合せ 3,000円相当

5,000株以上 不二製油グループ製品詰合せ 4,000円相当

当社株主優待お問い合わせ窓口
フリーダイヤル 0120-651-563

受付時間 10:00〜17:00（土曜・日曜・祝祭日を除く）

市区町村から通知されたマイナンバーは、株式の税務関係
のお手続きで必要となります。このため、株主様から、お取
引の証券会社等へマイナンバーをお届出いただく必要がご
ざいます。

配当金のお受け取り方法には、お受け取り忘れがなく迅速
な下記3つの銀行口座等への振込方法もございます。この
機会にぜひご検討くださいますよう、お願い申し上げます。

※配当金領収証方式の場合は、受領期間内にお受け取りください。
　（やむを得ず期間が経過してしまった場合は、三井住友信託銀
　行株式会社証券代行部宛てにお問い合わせください。）
※お支払開始日から会社が定めた期間を経過した配当金につき
　ましては、お受け取りができなくなりますのでご注意ください。

❶株式数比例配分方式
　配当金を証券口座で受け取る方法。

❷登録配当金受領口座方式
　配当金をご指定の単一金融機関口座で受け取る方法。

❸個別銘柄指定方式
　配当金を銘柄ごとにご指定の金融機関口座で受け取る方法。

＊変更のお手続きに関しましては、お取引のある証券会社等に直
　接お問い合わせください。少額投資非課税口座（NISA口座）を
　開設し、非課税の適用を受けるためには、株式数比例配分方式
　をお選びください。振込先口座に「ゆうちょ銀行」の口座をご指
　定いただくことができない銘柄もございます。

マイナンバーのお届出に関するお問い合わせ先

●証券会社でお取引をされている株主様

●特別口座に記録されている株主様
お取引の証券会社までお問い合わせください。

左記特別口座の口座管理機関までお問い合わせください。

※千株未満切捨


